
謙
譲
の
補
助
動
詞
下
二
「
た
ま
ふ
」

そ
の
流
れ
と
用
法
を
中
心
と
し
て

序
論
（
省
略
）

本
論第

一
章
上
代
の
下
二
「
タ
マ
フ
」
に
つ
い
て

上
代
に
於
て
も
補
助
動
調
下
二
「
た
ま
ふ
」
の
用
例
が
み
え
る
。

例
え
ば
「
続
日
本
紀
宣
命
」
に

マ
現
御
神
止
大
八
島
園
所
知
天
皇
大
命
日
斗
嚇
止
詔
大
命
乎
集
侍
皇
子

等
王
等
百
官
人
等
天
下
公
民
、
諸
閉
会
止
詔
。
（
文
武
天
皇
元
年

八
月
十
七
担
詔
U

の
よ
う
な
「
聞
食
」
と
い
う
表
記
知
見
ら
れ
る
。
乙
の
「
食
」
が
「
タ

マ
ヘ
」
と
訓
読
し
得
る
理
由
は
、

I

有
坂
秀
世
博
士
が
詳
細
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
な
お
、
上
代
と
平
安
以
降
の
下
二
「
た
ま
ふ
」
を
区
別

す
る
為
に
前
者
を
下
二
「
タ
マ
フ
」
、
後
者
を
下
二
「
給
ふ
」
と
表

わ
す
。

第
一
節
表
記
に
つ
い
て

「
続
日
本
紀
宣
命
」
に
於
て
、
補
助
動
調
「
タ
マ
フ
」
の
表
記
に

用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
は
、
「
賜
」
「
給
」
「
食
」
の
三
種
類
で
あ

考三
十
三
回
生

榎

木

美

歌

村伊）（のつ つ「 ＜表 1> につ
先仏天い「 たタ ．尊た
帝・皇て続第とマ｜用｜の「補｜敬
の神・調日二思フ I I タ助｜の「
大の太べ本節わ」｜例｜表マ動｜補賜
命霊上た紀 れを｜ ｜ フ劇｜助」
を験天と宣意る 表 ｜ 数 ｜ 記 」 調 ｜ 動「
聞に 皇 乙 命 味 。記 1 l 1調 給
く対・ろ」に に I386 I 賜 ｜四 l一
天し皇、のつ よ i l i段は
皇て太下い っ I7 4 I 給｜「意
。 恐后二て て i I A- Iタ味

ロ 1115I 食 lれ の 「 区 l ｜ 旦 I 

宮容 ; r 15751 合計 I~ 清
る をフょ に語
天 間 」 う混「四下つ例フ用尾
皇 く の と同賜段二まは」いな
。臣上 いし」ー「りみにらど
下接 うや「ム夕、あ使れの

語 言す給二マ当た用、面
の 語い」？フ時らさ下か
主 意 ニ を ／ 」 の な れ 二 ら
体 識種あ」は人かて「み
者 が類てに豆々ついタて
に あのではごにたるマ主
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の
三
種
に
ま
と
め
る
乙
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
受
手
が
天
皇
、
仏

・
神
、
先
帝
で
あ
り
、
動
作
の
主
体
者
よ
り
か
な
り
の
上
位
者
で
あ

る
。
下
二
「
タ
マ
フ
」
を
受
手
に
対
す
る
為
手
の
畏
敬
の
念
を
表
わ

す
も
の
と
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
食
」
は
「
有
難
く
い
た
だ

く
」
と
い
う
観
念
を
も
つ
た
め
、
こ
の
よ
う
な
畏
敬
の
念
を
表
わ
す

下
二
「
タ
マ
フ
」
に
あ
て
ら
れ
、
「
畏
多
く
も
ー
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
い
う
よ
う
な
意
で
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
三
節
「
食
」
か
ら
「
食
」
へ

「
続
日
本
紀
宣
命
」
（
仰

t
郁
）
に
於
て
は
表
記
に
よ
り
、
四
段

と
下
二
段
の
「
タ
マ
フ
」
は
完
全
に
区
別
注
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

「
続
日
本
紀
宣
命
」
後
、
「
賜
」
「
給
」
が
下
ニ
「
タ
マ
フ
」
に
あ

て
ら
れ
て
い
る
用
例
が
見
え
始
め
る
。
つ
ま
り
「
賜
」
「
給
」
「
食
」

の
混
用
が
起
乙
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

八
表
2
〉
は
「
日
本
後
紀
』
「
続
日
本
後
紀
」
「
文
徳
義
」
「
日

本
三
代
実
録
」
の
宣
命
に
於
て
、
「
キ
キ
タ
マ
へ
ト
ノ
タ
マ
フ
」
の

表
現
中
の
下
二
「
タ
マ
フ
」
が
「
賜
」
「
給
」
「
食
」
の
い
ず
れ
を

用
い
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
混
用
は
先
ず
卸
年
頃
か
ら

八
食
！
賜
〉
聞
で
生
じ
て
い
る
が
、
組
年
を
最
後
に
姿
を
消
し
、
以

降
〈
食
l
給
〉
聞
の
混
用
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
平
安
以
降
の
物

語
文
学
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
下
二
「
給
ふ
」
は
「
給
」
の
字
が
あ
て

ら
れ
て
い
る
が
、
側
年
か
ら
の
〈
食
l
給
〉
聞
の
混
用
は
表
記
の
上

で
の
「
食
」
か
ら
「
給
」
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
意
味

は
依
然
と
し
て
上
代
下
二
「
タ
マ
フ
」
の
ま
ま
で
は
あ
る
が
、
下
二

「
タ
マ
フ
」
か
ら
下
二
「
給
ふ
」
へ
の
移
行
の
極
初
期
の
段
階
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
。

八
表

2 
〉

年昏 天阜 西暦 食 賜 給
嘉祥 2 849 1 

II 3 850 4 
延暦23 桓武 804 2 仁奏7巳 文徳 851 1 1 

，， ，， 2 II ，， 1 
大同 4 平城 809 2 天安フE 857 2 
弘仁苅 嵯峨 810 2 II 2 858 3 

，， ,, 3 1 直冨冒干r- 肯自F壬n 859 2 
。2 811 2 II II 2 
。6 815 2 II II 1 
II 14 823 3 II 2 860 2 

天長 3 淳和 826 2 II 6 864 1 1 
，， 4 827 1 ，， 8 866 1 
，， II 2 II 11 869 2 
II ，， 2 II 12 870 2 
II 10 仁和 833 2 II 14 872 1 
，， 

" 2 ，， 
” 2 

II ，， 4 グ 18 876 2 
承和 3 836 2 元慶元 陽成 877 4 
昆， ，， 2 ，， II 2 
，，， 6 839 2 ” 3 879 2 
，， 8 841 2 グ 4 880 2 
，， 9 842 1 グ 6 882 1 1 
，， ，， 2 II 8 884 3 
II 必， 1 ，， ，， 4 

" 11 844 2 1 ，， 
" 1 1 

嘉祥 2 849 1 1 ” 
，， 1 

II II I 仁和 3 光孝 885 2 
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第
二
章
下
二
「
給
ふ
」
に
つ
い
て

下
ニ
「
給
ふ
」
は
平
安
時
代
の
物
語
文
学
の
隆
盛
と
と
も
に
、
聞

き
手
敬
意
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
竹
取
」
「
伊

勢
」
「
土
佐
」
に
皆
無
で
「
大
和
」
に
三
例
み
え
る
の
で
、
「
大
和
」

の
成
立
九
五

O
年
頃
が
下
二
「
給
ふ
」
の
上
限
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
一
三

O
O
年
か
ら
一
三
五

O
年
頃
の
「
増
鏡
」
「
吉
野
拾
遺
」
を

最
後
に
姿
会
消
し
て
い
る
と
乙
ろ
か
ら
乙
の
あ
た
り
が
下
限
で
あ
ろ

P

つ

第
一
節
上
接
記
聞
に
つ
い
て

下
二
「
給
ふ
」
に
は
上
接
語
に
非
常
に
強
い
限
定
が
あ
る
。
十
六

作
品
に
お
け
る
上
接
語
は
「
思
ふ
」
に
集
中
し
て
い
て
七
六
・

ow却

を
占
め
、
次
い
で
「
見
る
」
が
二

0
・
二
形
、
「
聞
く
」
が

0
・
九

媛
、
「
知
る
」
が

0
・
七
Mm
、
そ
の
他
が
二
・
ニ
婦
と
な
『
て
い
る
。

「
聞
く
」
「
知
る
」
は
多
少
少
な
い
が
「
思
ふ
」
「
見
る
」
と
と
も

に
下
二
「
給
ふ
」
の
上
接
語
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
乙
乙
で
問
題
に

な
る
の
は
そ
の
他
の
上
接
語
で
あ
る
。
そ
の
他
の
上
接
語
は
三
一
例

「
騎
蛤
」
「
宇
津
保
」
「
落
窪
」
「
寝
覚
」
「
狭
衣
」
「
大
鏡
」
に

於
て
み
ら
れ
、
各
々
諸
本
と
比
較
検
討
し
て
み
た
と
乙
ろ
、
表
記
の

乱
れ
の
た
め
に
下
二
「
給
ふ
」
の
上
接
語
と
い
え
る
か
ど
う
か
明
確

な
結
論
は
出
し
得
な
か
勺
た
。
し
か
し
コ
二
例
中
十
一
例
が
謙
譲
語

で
、
そ
の
内
訳
は
、
「
奉
る
」
（
補
動
）
三
例
、
「
聞
ゆ
」
（
動
）

一
例
、
「
聞
ゆ
」
（
補
動
）
一
例
、
「
き
乙
え
さ
す
」
二
例
、
「
申

す
」
（
動
〉
ニ
例
、
「
き
乙
え
た
て
ま
つ
る
」
「
ま
う
づ
」
が
一
例

ず
つ
で
あ
る
。
用
例
の
少
な
注
と
表
記
の
乱
れ
の
為
断
言
は
で
き
な

い
が
、
謙
譲
語
が
上
接
語
に
な
る
乙
と
が
稀
れ
に
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。第

二
節
上
接
語
の
主
体
者
に
つ
い
て

下
二
「
給
ふ
」
の
上
接
語
の
主
体
者
は
主
に
話
し
手
自
身
で
あ
る
。

し
か
し
数
例
で
は
あ
る
が
主
体
者
が
話
し
手
以
外
で
あ
る
用
例
が
み

ら
れ
る
。

マ
「
乙
れ
な
ん
、
な
か
た
Y
が
み
た
ま
へ
ぬ
乙
と
に
侍
な
り
。
っ
か

う
ま
つ
ら
せ
ん
。
」
（
宇
津
保
・
き
く
の
え
ん
）

乙
れ
は
、
右
大
将
兼
雅
が
「
乙
れ
は
私
の
息
子
仲
忠
き
え
も
見
た

乙
と
が
な
い
琴
で
す
」
と
朱
雀
帝
に
琴
を
献
上
し
て
い
る
場
面
で
、

上
接
語
「
見
る
」
の
主
体
者
は
話
し
手
兼
雅
の
忌
子
の
仲
忠
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
上
接
語
の
主
体
者
が
話
し
手
以
外
に
な
っ
て
い
る
用
例

は
、
〈
表
3
〉
の
よ
う
に
十
六
作
品
の
下
二
「
給
ふ
」
の
全
用
例
一

三
八
三
例
中
、
二

O
例
で
一
・
四
M
で
あ
る
。
ニ

O
例
の
う
ち
、
話

し
手
の
身
内
・
肉
親
が
主
体
者
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
十
二
例
、
話

し
手
の
家
来
が
三
例
、
話
し
手
の
親
し
い
女
が
三
例
、
話
し
手
よ
り

低
い
身
分
の
者
が
ニ
例
と
な
っ
て
い
る
。
下
二
「
給
ふ
」
の
上
接
語

の
主
体
者
は
主
と
し
て
話
し
手
自
身
で
あ
る
が
、
極
稀
れ
に
話
し
手

が
聞
き
手
に
対
し
て
自
分
の
側
に
属
す
る
と
判
断
で
き
る
者
が
主
体

者
と
な
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

第
三
節
活
用
形
に
つ
い
て

十
六
作
品
に
於
る
活
用
形
の
頻
度
は
、
未
然
形
一
七
・
一
泌
、
連

用
形
五
四
・
二
第
、
終
止
形
0
・
六
婦
、
連
体
形
一
二
・

O
媛
、
己

然
形
七
・
二
労
と
な
っ
た
。
命
令
形
は
皆
無
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
下

二
「
給
ふ
」
が
主
に
話
し
手
自
身
の
動
作
に
つ
く
為
で
あ
ろ
う
。
で

は
終
止
形
の
用
例
が
ど
う
し
て
乙
の
よ
う
に
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
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合 話 話 上IL.＿.......っ接語／由て主／体／／者作／品／／名しし
手手
以 自

計外身

用例数 大和物語
3 - 0 100. 0 パセント

~ ？~ 用例数一婿蛤日記
38 一一O一一一100. 0 パセント

~ .1.~~ 用例数 字津保物語
413 1.2 98.8 パセント

1 ~~ 用例数ー落窪物語
42 2. 4 97. 6 ノT セント

用例数ー枕草子
3 一一0一一100. 0 ハセント

0 1 ~ 用例数ー和泉式部日記
17 0 100. 0 パセント

?. －~－~~ 用例数ー源氏物語
523 1. 3 98. 7 1-e セント

0 7 用例数 紫式部日記
7 fセントo ioo. oノ

用例勢i－更級臼記
1一一一O一100. 0 パセント

用例数一夜の寝覚
78 0 100. 0 パセント

?. 9? 用例数ー狭衣物語
98' f セント5. 1 94. 9 ノ

0 1 用例政ー讃岐典侍日記
1 - 0 100. 0 パセント

? 41 用例数一大 鏡
43 4. 7 95. 3 ノf セント

用例数一今昔物語
93 0 100. 0 ノf セント

用例数ー宇治拾遺物語
15 0 100. 0 パセン卜

~ ~用例数 大 鏡
8 一一－0 100. 0 パセント

?g 136. 3用例数ム仁3 弘両l

l,383 1. 4 98. 6 パセント

＜表3>終
止
形
の
用
例
八
例
は
全
て
助
動
調
「
ベ
し
」
（
七
例
）
、
「
ま
じ
」

（
一
例
）
が
下
接
し
て
お
り
、
終
止
形
自
体
で
終
止
し
て
い
る
用
法

l
終
止
形
終
止
法
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
乙
の
現
象
の
陰
に
は
四
段

「
給
ふ
」
の
終
止
形
・
連
体
形
と
の
混
同
を
恐
れ
て
、
下
二
「
給
ふ
」

の
終
止
形
終
止
法
を
避
け
る
と
い
う
言
語
意
識
が
当
時
の
人
々
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
話
し
手
自
身
の
動
作
に
つ
く
た
め
、

自
分
の
行
動
や
気
持
を
言
い
き
る
終
止
形
終
止
法
と
い
う
ス
ト
レ
ー

ト
な
表
現
を
避
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

マ
い
と
ひ
か
ま
ほ
し
う
も
の
し
給
を
い
か
Y
と
の
み
恩
給
ふ
る
。
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（
宇
津
保
・
棲
の
う
へ
の
上
）

マ
か
け
怠
せ
給
に
つ
け
て
、
っ
き
せ
ず
お
も
ひ
給
ふ
る
。
あ
な
か
し

乙
。
（
宇
津
保
・
棲
の
う
へ
の
下
）

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
係
結
以
外
の
連
体
形
終
止
法
が
み
ら
れ
る
。
八
表

4
〉
の
よ
う
に
、
乙
の
係
結
以
外
の
連
体
形
終
止
法
は
十
六
作
品
中

二
六
例
み
ら
れ
、
山
内
洋
一
郎
氏
は
乙
の
連
体
形
終
止
法
を
下
二
「
給

ふ
」
の
終
止
形
の
代
用
と
み
な
し
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
他
の
連
体

形
終
止
法
（
係
結
以
外
の
終
止
法
）
は
連
体
形
終
止
法
の
用
例
一

O

四
例
中
二
六
例
、
二
五
・

O
%
と
い
う
高
い
頻
度
を
示
し
て
い
る
。



4> 

i口~ 連体形終止法 準 連 連

体
そ 係 係 結 形

結 終 止 法 体 体
十 の

の
準 な 用

計 体 ぞ
法 法 法

他 法 む

26 10 7 61 124 6. 2 用例数 16f缶詰
290 ・－－－－－－ ・・・，－－－－ ．，．．．．．． ・・・－ー・ーー ・．ーーーーーー ー．骨・．骨． ’－ー・ーー・．．．ーーーーーー

9. 0 3. 4 2. 4 21. 0 42. 8 21. 4 パーセント 合計

＜表

し
か
し
そ
の
他
の
連
体

形
終
止
法
が
下
二
「
給

ふ
」
の
全
用
例
（
十
六

作
品
）
一
三
八
三
例
中

ニ
六
例
、
一
・
九
%
で

終
止
形
と
い
う
一
つ
の

活
用
形
と
み
る
に
は
あ

ま
り
に
も
頻
度
が
低
い

点
を
考
慮
す
る
と
、
乙

れ
を
終
止
形
の
代
用
と

み
る
に
は
多
少
無
理
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
論
で
は
乙
れ
を
軽
い

余
情
詠
嘆
と
と
る
こ
と

に
す
る
。

第
四
節
複
合
形
態
に
つ
い
て

マ
こ
の
法
師
み
た
ま
へ
つ
け
し
は
じ
め
よ
り
、
：
：
：

（
宇
津
保
・
ふ
き
あ
げ
の
上
）

下
二
「
給
ふ
」
は
乙
の
よ
う
に
複
合
動
詞
の
聞
に
入
る
乙
と
が
多

い
。
八
表
5
〉
の
よ
う
に
「
源
氏
」
が
三
二
・
五
Mm
と
複
合
形
態
を

含
む
率
は
最
も
高
く
、
「
狭
衣
」
後
は
「
増
鏡
」
に
二
例
み
え
る
だ

け
で
あ
る
。
「
狭
衣
」
の
成
立
は
ほ
ぼ
一

O
七
五
年
前
後
と
推
定
さ

れ
、
「
増
鏡
）
の
成
立
は
一
三
三
三
年
か
ら
一
三
四

O
年
の
聞
で
、

二
作
品
に
は
二
六

O
年
の
聞
き
が
あ
る
。
そ
乙
で
、
「
狭
衣
」
後
に

於
て
は
複
合
形
態
は
事
実
上
使
用
き
れ
な
く
な
っ
た
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
「
増
鏡
一
は
平
安
時
代
の
物
語
風
い
わ
ゆ
る
擬
古
文

で
あ
る
乙
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
乙
の
作
品
に
複
合
形
態
が
み
ら
れ
る

乙
と
も
納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
会
話
文
・
消
息
文
が
中
心
と
な
る

「
源
氏
」
等
の
物
語
文
学
で
は
聞
き
手
敬
の
下
二
「
給
ふ
」
へ
の
需

要
は
大
き
く
限
定
の
あ
る
上
接
語
の
範
囲
を
広
め
る
た
め
に
複
合
形

態
を
作
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
狭
衣
」
後
物

語
文
学
が
急
速
に
衰
退
し
て
い
く
と
同
時
に
、
下
二
「
給
ふ
」
の
必

要
性
が
減
退
し
て
い
き
、
複
合
形
態
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

qo 
必
斗
晶

第
三
章
下
ニ
「
給
ふ
」
の
乱
れ
に
つ
い
て

ザ
ヘ
×
×

マ
い
ら
へ
に
は
、
「
お
も
ふ
総
べ
る
を
、
わ
づ
ら
は
し
く
ぞ
お
も
ひ

給
ふ
る
」
（
宇
津
保
）

マ
「
：
・
錯
申
サ
ム
ト
思
齢
べ
似
ガ
愚
ニ
候
ヒ
ケ
ル
也
0

・
：
」
（
今
音
・

お
巻
第
mm
話）

マ
「
：
・
な
に
ば
か
り
な
る
身
の
際
に
も
、
な
を
く
る
し
く
思
ひ
都
似

て
、
と
Y
め
て
し
ぞ
」
（
夜
の
寝
覚
・
伺
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
下
二
「
給
ふ
」
が
入
る
べ
き
一
戸
四
段
「
給
ふ
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
用
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
？
渡
辺
仁
作
氏
は

「
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
）
に
於
て
、
同
書
で
下
ニ
「
給
ふ
」
と
怠

れ
て
い
る
五
一
一
例
の
う
ち
一
七
一
例
（
三
三
・
四
銘
）
も
の
異
同

が
認
め
ら
れ
、
な
お
か
っ
、
「
源
氏
」
の
写
本
延
三
五

O
本
に
於
て
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下
ニ
「
給
ふ
」
を
四
段
に
書
写
し
て
い
る
乙
と
、
そ
し
て
殆
ど
全
て

の
活
用
形
に
そ
れ
ら
が
見
ら
れ
る
乙
と
か
ら
、
四
段
と
下
ニ
の
「
給

ふ
」
が
混
一
し
て
い
く
過
程
に
於
て
、
四
段
「
給
ふ
」
で
謙
譲
の
意

を
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
そ
乙
で
、
「
源
氏
」
を
除
く
一
五
作
品
の
う
ち
下
二
「
給
ふ
」

の
乱
れ
が
見
え
る
八
作
品
、
「
購
蛤
」
「
宇
津
保
」
「
落
窪
」
「
寝

覚
」
「
狭
衣
」
「
讃
岐
典
侍
日
記
」
「
大
鏡
」
「
今
昔
」
の
三
七
例

に
つ
い
て
、
各
々
諸
本
と
比
較
検
討
を
し
て
み
た
。
し
か
し
諸
本
の

表
記
に
か
な
り
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
乙
と
と
、
調
査
が
ま
だ
不
充
分

で
あ
る
乙
と
に
よ
り
明
確
な
結
果
が
出
し
得
な
か
っ
た
。
だ
が
、
三

七
例
中
、
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
下
接
し
て
い
る
も
の
（
「
給
へ

り
」
「
給
へ
れ
」
「
給
へ
る
」
等
）
が
二

O
例
、
五
四
・
一
泌
を
占

め
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
「
給
ふ
る
」
「
給
ふ
れ
」
の
「
る
」

「
れ
」
が
、
四
段
「
給
ふ
」
に
下
接
す
る
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
と

混
同
志
れ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
又
、
下
二
「
給
ふ
」

が
衰
微
し
か
け
て
い
た
「
讃
岐
」
「
大
鏡
」
「
今
昔
」
あ
た
り
の
乱

れ
に
つ
い
て
は
、
下
二
段
と
四
段
の
「
給
ふ
」
の
混
同
で
あ
る
可
能

性
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
乙
の
問
題
に
つ
い
て
は
な
お
検

討
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

結
論

伺
故
平
安
時
代
の
一
時
期
の
み
に
下
ニ
「
給
ふ
」
は
栄
え
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
下
二
「
給
ふ
」
の
性
質
が
「
源
氏
」
等
の
物
語

文
学
に
非
常
に
適
合
し
て
い
た
為
で
あ
る
。
物
語
文
学
に
よ
っ
て
下

ニ
「
給
ふ
」
は
育
て
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
物
語
文
学
の
衰
退
と
共
に
、
事
実
上
下
二
「
給
ふ
」

性
は
無
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

の
必
要

（注
1
）
下
二
段
活
用
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
源
流
に
つ
い
て

（
国
語
と
国
文
学
一

O
巻
五
号
）

（注
2
）
下
ニ
段
活
用
の
「
た
ま
ふ
」
の
乱
れ
l
源
氏
物
語
を
中
心

と
し
て
l

（
国
語
学
論
説
資
料
・

9
・
刊
）
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